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１ 企画展事業 

◎ 「輪ゴムのちから」展 

    輪ゴムの材料や輪ゴムのできるまでの紹介のほ

か、輪ゴム鉄砲や輪ゴムのちからで走る車など、輪

ゴムを使った遊びをとおして輪ゴムの性質を体感

できる展示を行った。 

 期  間    平成 24 年３月 24 日～７月８日 

 資料提供  株式会社共和 

入場者数 大人 2,851 人、学生 52 人、 

小人 2,439 人 計 5,342 人(24 年度分) 

◎ 「パズルと算数の世界」展 

図形の秘密や確率についての展示のほか、さまざ

まなパズルや知恵の輪などを展示。 

   期  間  平成 24 年７月 21 日～11 月 18 日 

    入場者数 大人 2,637 人、学生 224 人、 

小人 1,826 人 計 4,687 人  

 

◎ 「西脇市中学生 理科の自由研究」展 

    市内中学校の夏休み自由研究作品のうち、各学校

から推薦されたものを展示。 

    期  間 平成24年 12月１日～25年１月27日 

入場者数 大人 735 人、学生 33 人、 

小人 406 人 計 1,174 人 

 

◎ 自然写真シリーズ Vol.17  「里山・里地の生きもの(冬)」展 

    平成 21 年度から続く里山・里地の生きもの展で、今回は冬に見られる植物や、鳥

類など、44点の写真で紹介した。 

   期  間    平成 25 年２月９日～３月 10 日 

   協  力  西脇市動植物生態調査研究グループ 

入場者数 大人 648 人、学生 13 人、 

小人 289 人 計 950 人 

 

◎ 「磁石のふしぎ」展 

    磁石を使ったさまざまな展示物をとおして、磁石

のふしぎな性質について調べる。 

   期  間 平成 24 年３月 16 日～６月 30 日 

入場者数 大人 362 人、学生 27 人、 

小人 373 人 計 762 人（24 年度分） 
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２ 各種講座事業 

⑴ 子ども科学教室 

  身近な材料を使った実験や工作で、科学のおもしろさを体験。入館料のみ必要。 

日 時：日曜・祝日 午後１時 30 分～、３時 30 分～の２回 

・ 実施回数 65 回 ・参加者数 2,397 人 ･１日平均 36.9 人 

月 日     内    容 人数 月 日     内    容 人数 

４ １ 空とぶたねのひみつ 31 10 ７ 楽器をつくろう 36 

 ８    〃 20  ８    〃 45 

 15 ゴム鉄砲をつくろう 38  14 絵がかわるカードをつくろう 29 

 22 〃 35  21    〃 23 

 29 ピョンピョンがえるをつくろう 42  28 西脇市ミュージアムフェスティバル  

 30    〃 33 11 ３ 森のプレゼントづくり 34 

５ ３ プラ板アクセサリーをつくろう 50  ４    〃 35 

 ４    〃 75  11 木の葉のしおりをつくろう 4 

 ５ 紙トンボをとばそう 70  18    〃 13 

 ６    〃 35  23 ガリガリプロペラをつくろう 17 

 13 日食めがねをつくろう 100  25    〃 40 

 20 〃 300 12 ２ 宝石ペンダントをつくろう 18 

 27 トコトココップをつくろう 55  ９    〃 19 

６ ３ 輪ゴムで走る車をつくろう 35  16 きれいなろうそくをつくろう 16 

 10    〃 40  23    〃 15 

 17 牛乳パックでふねをつくろう 41  24    〃 13 

 24    〃 85 １ ６ ぐにゃぐにゃだこをつくろう 16 

７ １ まんげきょうをつくろう 10  13    〃 24 

 ８    〃 43  14    〃 15 

 15 虹スコープをつくろう 57  20 パチパチくんとあそぼう 23 

 16    〃 43  27    〃 20 

 22 みんみんぜみをつくろう 45 ２ ３ ふしぎなこまをつくろう 31 

 29    〃 55  10    〃 28 

８ ５ のぼり虫をつくろう 19  11    〃 17 

 12    〃 30  17 アニメのひみつ ３ 

 19 ミズスマシボートであそぼう 47  24    〃 23 

 26    〃 50 ３ ３ こっちを向く犬をつくろう 22 

９ ２ ふしぎ!?ういたりしずんだり 41  10    〃 55 

 ９    〃 43  17 つくってとばそう！ねつききゅう 25 

 16 でんちをつくろう 40  20    〃 20 

 17    〃 25  24 空とぶたねのひみつ 23 

 22 きれいなかざぐるまをつくろう 31  31    〃 21 

 23    〃 10     

 30 世界一かんたんなモーター 0     
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⑵ 夜のスターウォッチング 

テラ・ドーム天文台での天体観測会。81㎝反射望遠鏡を使って、惑星や季節の星な

どを見ていただく観望会。曇や雨の場合は天文台での星のお話しとプラネタリウムで

対応。 

日 時：土曜日・休前日 19:30～21:00 ※夏休み中は木・金・土曜日 

  ・実施回数 60 回 ・人数 1,005 名 

⑶ 親子星空探偵団 

 天体や身近な自然などを親子で親しむための年間講座。対象は、西脇市内の小学校

３年生以上の児童とその家族。 

期 間：平成 24 年６月～平成 25 年３月 

参加者：子ども 22 人、大人 30 人(17家族) 

内 容 

６月３日(土) 開講式、星とホタル 

７月１日(日) 作って飛ばそう！ペットボトルロケット 

８月 26 日(日) 夏の星を見よう！ 

９月８日(土)～９日(日) 星空キャンプ 

９月 29 日(土) テラ・ドーム星まつり(キラキラくじ出店) 

11 月 25 日(日) さわってみよう！望遠鏡 

12 月 15 日(土) キャンドルづくり 

１月 20 日(日) もちつき大会と冬の星 

２月 23 日(土) 冬のバードウォッチング 

３月９日(土) ハンカチ染め・閉講式 

 

   

⑷ テラ･ドーム科学クラブ 

   基本的な道具の使い方から工作、実験などを通して、理科に興味のある児童のさら

なるレベルアップを図る。 

    期 間：24 年５月～25 年３月 月１回実施 

  対 象：西脇市内の小学５・６年生 

    参加者：13名 

    内 容 

５月 19 日(土) 輪ゴムで走る車をつくろう 

６月 16 日(土) 電池をつくろう 

７月 22 日(土) 土星と夏の星 

８月 19 日(土) アイスクリームを作ろう 

９月 15 日(土) 電気と磁石のふしぎな関係 
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10 月 13日(土) 葉脈しおりをつくろう 

11月 17日(土) 空気のちから 

12月 22日(土) きれいなろうそくをつくろう 

１月 26 日(土) ２足歩行ロボットの制御 

２月 16 日(土) 静電気の実験 

３月 23 日(土) 錬金術に挑戦しよう 

 

   

 ⑸ 大人のためのサイエンス講座 

自然や科学に興味を持つ大人を対象に、さまざまな内容の講義や実習をとおしてレ

ベルアップを図るとともに、地域で活躍している専門家との交流の機会を設ける。月

１回実施。 

期 間：24 年５月～25 年３月 

対 象：高校生以上 

参加者：７名 

実施内容 

５月 19日 春の植物観察 小林 拓郎 

(西脇市動植物生態調査研究グループ) 

６月２日 牡蠣殻状方解石の採集 松内 茂(松内ミネラルコレクション) 

７月７日 湿地帯の植物観察 本田 則幸(元地球科学館職員) 

８月５日 土星を見よう ※ 雨天のため中止 

９月２日 夏の天体観測 高原 摂竜(地球科学館) 

10月20日 化石の採集 工藤 智巳(但馬化石研究会) 

11月24日 ひのでが見た太陽 渡邊 鉄哉(国立天文台) 

12 月８日 縄文人になって火を起こそう 大西 秀夫(多可町みなみ児童館) 

１月 26日 冬の野鳥観察 高原 摂竜(地球科学館) 

２月９日 宇宙からの気象観測 高瀬 邦夫(気象庁気象衛星センター) 

３月 10日 ほうき星の観測 高原 摂竜(地球科学館) 
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⑹ テラ・ドーム 15(いちご)検定 

地球、宇宙、自然などに関する４択出題を６問出題。成績優秀者に天然石か天体写

真を進呈。 

日 時：日曜・祝日 11時 30 分～ 

・ 実施回数 56 回 ・参加者 504 名 

 ⑺ プラネタリウムでの星の学習投影 

小学校４年生対象のプラネタリウム学習投影。星の動きと夏の大三角のみつけかた

など、教科書に沿った内容で解説を行う。 

実施日 学   校   名 学 年 人数 

７月９日 西脇市立芳田小学校 ４ 19 

９月 26 日 八千代西小学校 ４ 13 

10 月５日 加古川市立東神吉小学校 ４ 55 

11月15日 加東市鴨川小学校 ４ ８ 

２月 22 日 神戸市立魚崎小学校 ４ 50 

２月 27 日 多可町立杉原谷小学校 ４ 37 

 

３ 出前事業 

 ⑴ 出前観望会 

 学校や宿泊施設に望遠鏡を持ち込んで観望会を行う。原則として学校または公共主

催のものに限って行っている。市内は無料、市外は１人200円。 

   使用機材 ：45 ㎝反射望遠鏡２台、13 ㎝屈折望遠鏡２台、14 ㎝大型双眼鏡２台、

液晶プロジェクター 

実施日 団  体  名 学 年 人数 実 施 場 所 

７月６日 小野市みやま保育園 園児 14 みやま保育園 

７月 31 日 丹波市立黒井小学校 
児童と

保護者 
100 黒井小学校 

８月 21 日 多可町みなみ児童館 親子 18 八千代中学校 
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⑵ 出前プラネタリウム 

学校の体育館などにプラネタリウムとエアドームを持ち込んで投影を行う。原則と

して対象は市内学校のみ。 

実施日 学   校   名 学 年 人数 実施場所 

７月５日 西脇市立重春小学校 ４ 161 重春小学校 

 

   

⑶ 出前科学教室 

学校の体育館や地域の公民館などで簡単な工作や実験を行う。トライやるウィーク

活動のほか、社会福祉協議会が行っている市内のひとり暮らし老人の食事会でのサイ

エンスショーや、芳田地区の夏休み子ども教室のほか、今年度は子育て学習センター

からの依を受け、幼児と保護者を対象とした工作教室を実施した。 

実施日 団  体  名 人数 場   所 

５月 11 日 日野地区ほほえみの会 50 サンパル日野 

６月９日 トライやるウィーク出前実験 
85 桜丘小学校 

80 重春小学校 

６月 14 日 ふれあいサロン水尾 23 水尾町公民館 

７月 13 日 子育て学習センター 25 黒田庄福祉センター 

８月６日 夏休みこども教室 11 芳田ふれあい館 

８月 16 日 重春小ともだちクラブ(学童保育) 75 重春小学校 

８月 24 日 小野市教委理科部会 29 下東条小学校 

９月８日 子育て学習センター 50 総合市民センター 

10 月 27 日 トライやるウィーク出前実験 
55 米田小学校 

35 日野小学校 

１月 10 日 比延地区ひとり暮らし老人食事会 40 高嶋町公民館 

１月 16 日 鹿野町いきいきサロン 30 鹿野ふれあい館 
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２月８日 子育てボランティア講座 28 黒田庄福祉センター 

３月 11 日 野村地区ひとり暮らし老人食事会 60 萩ヶ瀬会館 

 

   

 ⑷ 協賛事業 

・ 青少年のための科学の祭典 北はりま会場 ８月５日(日) 那珂ふれあい館 

「太陽の観察」 イベント参加者数 約 800名 

   ・ 多可町科学ひろば 中町中央公民館 ３月 16 日(土) 参加者数約 20名 

⑸ 兵庫県立柏原高校 「探求」特別非常勤講師 

   柏原高校で行われている選択授業「探求」で、天文を選択した６名を対象に、臨時

講師として講義を行った。 

実施日 内  容 人数 実施場所 

５月８日 天体観測事例紹介 ６ 柏原高校 

８月 11 日 
天文台・プラネタリウムの

見学 
６ 地球科学館 

11 月６日 
太陽面経緯度の求め方、天

体画像処理の実践など 
６ 柏原高校 
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４ 普及事業  

⑴ テラ・ドーム特別観望会「大部分日食を見よう！」 

５月 21 日(月)、東京、名古屋、大阪などの大都市圏を含む広い範囲で金環日食が

起こった。西脇市は残念ながら金環食帯から外れていたため部分日食となったが、

最初から最後までほぼ快晴で、平日の早朝にもかかわらず、たくさんの方が欠けた

太陽の姿を見上げた。 

 日  時：５月 21 日(月) ７:00～９:00 

 場  所：岡之山公園 

 内  容：望遠鏡、日食めがね等を使った日食の観察 

 参 加 費：無料 

 参加者数： 大人 220 人、学生 5 人、小人 20 人、幼児 30 人 

       計 275 人 

 

   

 
 

⑵ テラ・ドーム特別観望会「金星の太陽面通過を見よう！」 

５月の日食に引きつづき、６月６日(水)には金星が太陽の手前を横切る「金星の

太陽面通過」が起こった。前回の 2004 年は残念ながら悪天候で観測することができ

なかったが、今回は時々雲が出るもののおおむね晴れに恵まれ、ほぼ全過程を見る

ことができた。当日はちょうど西脇市のトライやるウィーク期間中であり、中学生

が望遠鏡で太陽をとらえ、来場者に説明する場面も見られた。平日の午前中で参加

者は少なかったものの、日食の観望会にも参加いただいた方や、加古川から来られ

た参加者もあった。 

観望会と並行して写真による記録をとったが、太陽の中をゆっくりと金星が動い

ていくようすや、太陽に金星が入り込む直前に金星の大気が光って見える「オレオ

ール現象」の観測に成功し、翌日の神戸新聞１面に写真が掲載された。 
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 日  時：６月６日(水) 10:00～13:45 

 場  所：テラ・ドーム玄関前 

 内  容：望遠鏡による観察 

 参 加 費：無料 

 参加者数：大人 125 人、学生 0 人、小人 10 人、幼児 14 人 

      計 149 人 

 

   
 

   
 

⑶ 「宇宙の日」作文・絵画コンテスト 

   日本宇宙フォーラムの主催で行われている作文絵画コンテストに今年度も参加した。

絵画は市内外から多数の応募があった。今年度は、事務局から表彰式への講師派遣が

あり、国立天文台教授で太陽プラズマの研究をされている渡邊鉄哉氏に「ひのでが見

た太陽」と題して、太陽観測衛星ひのでの最新画像なども交えてお話しをいただいた。 

・絵画の部 

小学生部門 応募点数 516点のうち 51点を展示 

   中学生部門 応募点数５点のうち５点を展示 

 

作品展  ９月 21 日(土)～11 月 25 日(日) 科学館１階ロビー 

表彰式  11 月 25 日(日) 15:00 から 青年の家体育室 

     入場者数 大人 1,544 人、学生 34 人、 

小人 1,014 人 計 2,592 人 
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⑷ テラ・ドーム星まつり 

県内アマチュアによる交流観望会を中心に、ステージイベントや夜店などを行うス

タイルが今年で３年目を迎え、次第に定着してきた。当日朝から準備を進めていたが、

開始直前に雨が降り始め、ステージイベントと抽選会のみの開催となった。 

メインの観望会は中止となったが、ステージでは、保護者がさした傘の下で吹奏楽

部が演奏するなど、ある意味思い出深いコンサートになった。 

  日  時：９月 29 日(土) 18時 30 分～21時 

  場  所：へそ公園 銀河の広場   約 480 人参加 

  行事内容 

  ・交流観望会  協力団体 加古川宇宙科学同好会（ＫＳＳ）、天文館バルーン

ようかボランティアスタッフ、日本のへそ☆西脇天文同好会 

  ・ス テ ー ジ  ダンス（比延幼稚園）、よさこい踊り（春爛漫・春姫麗舞遊）、

吹奏楽（黒田庄中学校音楽部） 

  ・夜   店  子ども茶席、スーパーボールすくい、輪投げ、宝石すくい、

焼きそば、ひょうたん焼き、キラキラくじ、テラ・ドームグ

ッズ販売 

  ・抽 選 会  天体望遠鏡、顕微鏡ほか 

  ・協   力  西脇高校宇宙観測部、西脇高校放送部、日本のへそ☆西脇天

文同好会、比也乃里まちづくり委員会、比延地区まちづくり

協議会、西脇チャレンジ教室子ども茶道教室、比延地区人権

文化創造活動、テラ・ドーム親子星空探偵団 
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⑸ テラ・ドーム特別観望会「ほうき星を見よう！」 

３月 10 日に太陽に最も近づくパンスターズ彗星は、このころマイナス等級まで明

るくなると期待されていた。1996 年のヘール・ボップ彗星以来となる明るい肉眼彗

星の姿をひとりでも多くの方に見ていただくために、特別観望会を企画した。残念

ながら予想よりかなり暗く、当日は黄砂と雲の影響で、パンスターズ彗星の姿を見

ることはできなかった。観望会終了後、天文台を公開し、月や木星などを見ていた

だいた。 

 日  時：３月 16 日(土) 18:00～20:00 

 場  所：日本へそ公園 銀河の広場 

 内  容：双眼鏡や望遠鏡でほうき星や木星・春の星を観察 

 参 加 費：無料 

参加者数：約 45名 
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⑹ テラ・ドーム通信の発行 

年４回発行し、広報と同時に全戸配布を行った。 
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夏号 
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秋号 
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冬号 
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５ 研修受入 

 ⑴ トライやる・ウィーク  

   太陽観測、望遠鏡の使い方、天体の解説、小学校への出前実験などを体験。 

６月５日～９日 西脇市内中学校より６名 

10 月 23 日～27 日 加東市内中学校より３名 

 

   

 ⑵ 教職員研修等 

８月４日～５日 西脇市立黒田庄中学校より１名 初任者研修 

２月８日 東播地区派遣社会教育主事研修会 

 

太陽観測実習および授業で

使える実験や工作の実演等 

 

６ 他施設との連携事業   

⑴ 西脇市ミュージアムフェスティバル 

   ひとりでも多くの方に文化や芸術、科学にふれていただくことを目的に、西脇市郷

土資料館と西脇市岡之山美術館、にしわき経緯度地球科学館の３館が合同でイベント

を開催した。当日は、へそ公園でフリーマーケットも開催されるため、多数の参加者

が見込まれていたが、前日からの悪天候により、フリーマーケットは中止となり、イ

ベントも青年の家に場所を変更して実施した。 

日  時：平成 24 年 10 月 28 日(日) 10:00～15:00 

場  所：日本へそ公園野外ステージ ※雨天のため青年の家体育室で実施 

協  力：松内ミネラルコレクション 

参加者数：大人 20 人、小人 30 人、幼児 10 人 計 60 人 
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⑵ ひょうごミュージアムフェア 

兵庫県博物館協会に加盟している博物館の合同イベント。「偏光万華鏡を作ろう」の

ブースで参加した。 

日  時：11月23日(祝)   

場  所：本徳寺（姫路市） 

     参加者数：約 90名 

⑶ 第３回「星なかまのつどい」 

おもに近畿地方で活動されている天文ファンが集まり交流を図る「星なかまのつ

どい」は、平成 22 年度から始まり今年で３回目となる。近隣の天文施設の担当者や、

アマチュア天文家などからなる実行委員会が主催しているが、地球科学館も立ち上

げ当初から実行委員として運営に携わっている。今回、実行委員会と地球科学館の

共催という形で、西脇市立青年の家を会場に実施した。 

 日  時：３月２日(土)14:00～３月３日(日)15:00 

 場  所：西脇市立青年の家 

 内  容：１日目 講演会、交流会、テラ・ドーム見学 

      ２日目 ポスター発表、分科会 

 定 員：約 100名 

 

   
 



 18 

７ その他の事業   

⑴ プラネタリウム本体更新 

平成 14 年のリニューアル時に導入したプラネタリ

ウム本体が、10 年間の使用により老朽化したため、本

体の更新を行った。 

作業期間：平成 25 年７月 11 日から７月 20 日 

内  容：プラネタリウム本体新規購入 

㈱アストロアーツ製ステラドームプロ 

 

 

 

 

⑵ 望遠鏡大規模オーバーホール 

昨年度、望遠鏡駆動部の修正を行ったが、今年度は、望遠鏡の心臓部ともいえる

鏡の再メッキ作業を実施している。期間中は天文台の公開ができないため、入館者

の少ない冬季に作業を行っている。 

期  間：平成 25 年１月 16 日(水)～２月 28 日(木) 

内  容：主鏡および副鏡の再メッキ作業 

・望遠鏡の固定 

      ・鏡の取り外しおよび運搬 

      ・既存メッキの除去 

      ・再メッキ加工および保護コーティング 

      ・鏡の取り付けおよび調整 
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８ 施設利用状況   

⑴ 平成 24 年度月別利用者数（出前、イベント参加者等を含む） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合 計 

入館者数 

大人 646 1,327 786 772 1,610 620 629 511 256 488 422 751 8,818 

学生 7 30 12 18 171 21 7 19 18 16 6 34 359 

小人 645 1,167 305 743 1,323 311 605 268 193 224 240 482 6,506 

幼児 176 253 182 305 473 176 228 221 61 127 85 404 2,691 

小計 1,474 2,777 1,285 1,838 3,577 1,128 1,469 1,019 528 855 753 1,671 18,374 

天体観測

参加者数 

大人 28  70  30  99  113  178  34  23  8  18  0  32  633  

学生 1  0  0  0  0  31  3  4  0  0  0  2  41  

小人 12  195  30  132  92  207  14  18  2  15  0  20  737  

幼児 2  9  11  28  33  105  3  7  1  5  0  9  213  

小計 43  274  71  259  238  521  54  52  11  38  0  63  1,624  

利用者数 

大人 674 1,397 816 871 1,723 798 663 534 264 506 422 783 9,451 

学生 8 30 12 18 171 52 10 23 18 16 6 36 400 

小人 657 1,362 335 875 1,415 518 619 286 195 239 240 502 7,243 

幼児 178 262 193 333 506 281 231 228 62 132 85 413 2,904 

計 1,517 3,051 1,356 2,097 3,815 1,649 1,523 1,071 539 893 753 1,734 19,998 

開館日数 26 27 26 26 31 26 26 26 24 26 24 26 314 

 ⑵ 年度別利用者数 
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９ 施設利用案内 

 

★ 開館時間  午前 10時から午後６時（入館は午後５時 30 分まで） 

 

 ★ 休 館 日  月曜日、祝日の翌日（その日が土日祝日の場合を除く） 

         年末年始（12 月 29 日～１月３日） 

 

 ★ 入 館 料 

区 分 大 人 学 生 小中学生 

個 人 ５１０円 ２００円 １００円 

団 体 ４１０円 １５０円 ７０円 

★ 岡之山美術館との共通入館料 

区 分 大 人 学 生 小中学生 

個 人 ６２０円 ３００円 １５０円 

団 体 ５２０円 ２００円 １００円 

 

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

平成 24 年度にしわき経緯度地球科学館事業報告書 

 

平成 25 年４月 

 

西脇市教育委員会 

にしわき経緯度地球科学館 

 

〒677-0039 兵庫県西脇市上比延町 334-2 

TEL 0795-23-2772 / FAX 0795-23-3110 

http://www.city.nishiwaki.hyogo.jp/terra/ 

terra@city.nishiwaki.hyogo.jp 


